
困
難
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

被
害
対
策
と
し
て
農
地
を
柵
や
土
手
で
囲
う
方
法
は
昔
か
ら
行
わ

れ
て
き
た

（塚
本
、　
一
九
九
三
）
。
現
在
で
も
柵
に
よ
る
防
除
は
実
施

さ
れ
て
お
り
、
中
で
も
電
気
柵
は
そ
の
有
効
性
が
多
く
の
地
域
で
確

認
さ
れ
て
い
る

（日
本
野
生
生
物
研
究
セ
ン
タ
ー
、　
一
九
九

一
）
。
し

か
し
、
現
存
す
る
全
て
の
農
地
を
電
気
柵
で
囲
み
被
害
防
除
を
行
う

こ
と
は
困
難
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
小
面
積
の
耕
作
地
ほ
ど
被
害
を
受

け
や
す
い
が
、
そ
こ
で
は
電
気
柵
の
設
置
コ
ス
ト
が
収
益
に
比
べ
大

き
く
な
る

（小
寺
、
二
〇
〇

一
）
た
め
で
あ
る
。

図
７
は
島
根
県
浜
田
市
の
水
田
に
お
け
る
年
間
収
益
と
電
気
柵
材

料
費
の
関
係
を
概
算
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
〇

・
三
衿
未
満
の
水
田

で
は
材
料
費
が
収
益
を
上
回
っ
て
い
る
。
ま
た
、
維
持
費
を
考
慮
す

る
と
、
○

・
六
五
診
未
満
の
水
田
で
は
収
益
以
上
の
維
持
コ
ス
ト
が

必
要
に
な
る
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る

（小
寺
、
二
〇
〇

一
）
。
こ
れ

に
対
し
て
は
、
補
助
金
に
よ
り
被
害
対
策
費
を
捻
出
し
、
経
済
的
な

競
争
力
を
維
持
す
る
方
法
が
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
被
害
防
除
に

成
功
し
た
と
し
て
も
中
山
間

地
域
の
農
業
が
抱
え
る
経
済

的
な
競
争
力
の
弱
さ
、
農
業

人
口
の
減
少
お
よ
び
高
齢
化

な
ど
の
問
題
が
解
決
さ
れ
る

訳
で
は
な
い
。

一
九
九
三
年
の
ウ
ル
グ
ア

イ
ラ
ウ
ン
ド
に
基
づ
く
米
の

輸
入
開
始
や
、　
一
九
九
五
年

の
食
糧
法

の
施
行
に
よ
り
、

米
の
価
格
競
争
が
激
化
し
て

い
く
中

（梶
井
、
一
一〇
〇
〇
）、

競
争
力
の
弱
い
水
田
が
残
存

し
て
い
く
こ
と
は
困
難
だ
が
、

そ
の
傾
向
は
イ
ノ
シ
シ
の
存

在
に
よ
り

一
層
顕
著
に
な
る

貪
）掛
撫
車
〓
専
瞑
艘

Ю
卜
萩
里
相
耳
距
廿
Ю
“
里
攣
澤

（Ｅ
Ｒ
）絹
事
肛
＃
Ю
ヽ
せ

母
澤
製
Ｄ
軽
翠
押
駆
菓
尊
寒
ぼ
脚

0    0 1   0.2   0.3   0.4   0.5   0.6   0.7   0.8   0.9   1.0

面積 区分(ha)

図7.島根県益 田市における水田規模 とイノシシ被害対策

費用の関係

それぞれ電気柵材料費率 (A)および電気柵材料費を相殺した

水稲年間収益 (B)と 水田面積の関係を示す。稲作による年間収
益は、農業所得率=20%、 水稲216.7円 /kg単 位収量 (そ れぞれ浜

田市の最大、平均、最小値)=52.4、 44.8、 36.Okg/aと して算出

した太線、細線、点線は、それぞれ単位収量=524、 448、

36.Okg/aを 示す。被害率=被害を受けた筆面積/水 田面積とした。
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で
あ
ろ
う
。
中
山
間
地
域
で
は
、
イ
ノ
シ
シ
被
害
に
対
す
る
耐
性
や

経
済
的
な
競
争
力
が
強
い
大
規
模
水
田
を
再
構
成
す
る

一
方
で
、
小

規
模
な
水
田
は
自
然
に
戻
し
た
り
、
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
被
害
を
受
け

に
く
い
作
物
に
転
作
す
る
な
ど
、
土
地
利
用
の
見
直
し
が
必
要
で
あ

ろ
う
。
こ
れ
に
よ
リ
イ
ノ
シ
シ
が
生
息
す
る
自
然
領
域
と
農
業
を
行

う
人
間
領
域
の
境
界
線
を
短
く
す
る
こ
と
が
で
き
、
電
気
柵
を
効
果

的
に
使
う
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
設
置

コ
ス
ト
は
高
く
な
る
が
、

維
持
管
理
の
手
間
を
省
く
こ
と
の
で
き
る
土
手
や
金
属

・
コ
ン
ク
リ

ー
ト
製
の
フ
ェ
ン
ス
な
ど
の
構
築
も
可
能
に
な
る
。
ま
た
駆
除
に
よ

る
個
体
数
管
理
を
行
う
場
合
に
も
、
農
地
と
自
然
領
域
が
隣
接
す
る

場
所
で
行
え
ば
よ
い
の
で
効
率
的
で
あ
る
。

先
述
し
た
よ
う
に
狩
猟
者
数
の
減
少
、
高
齢
化
や
、
地
球
温
暖
化

に
よ
る
積
雪
量
の
減
少
の
結
果
、
イ
ノ
シ
シ
の
個
体
数
増
加
、
分
布

域
拡
大
は
今
後
も
続
く
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
特
に
中
山
間

地
域
で
は
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
被
害
が
さ
ら
に
激
化
し
て
い
く
も
の
と

予
想
さ
れ
る
。
中
山
間
地
域
対
策
と
し
て
莫
大
な
金
額
が
支
出
さ
れ

て
お
り
、
二
〇
〇
〇
年
度
か
ら
は
直
接
所
得
補
償
も
始
ま

っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
は
、
効
率
的
な
被
害
対
策
を
行
え
る
よ
う
な
農
地
の
整
備
に

使
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
し
、
そ
の
結
果
と
し
て
イ
ノ
シ
シ
と
人
間
の

共
存
が
可
能
に
な
っ
て
い
く
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

５
　
引
用
文
献

∪
①
σ
①
つヽ
”
「い
一。
「
こ　
∪
・
マ
［”
ｏ
ｏｒ
ｒ　
に′
。
「
①
『ヽｏ
●
①　
貯^

『
・
∽
串
く
”
●
〇

Ｏ
ｏ
ｏ
ｇ
∪
お
けヽ
一σ
“
計δ
●
ｏｈ
ヨ
一一ヽ
σ
ｏ
”『
⌒∽
Ｌ
∽
∽０『〇貯
）
】●
「
お
Ｏ
Ｂ
ｏ
づ
け
”●
０

＞
ｏ
∽計”
く
Ｌ
お
く
⌒Ｚ
メ♂、
日けＬ
く
）。

「ｏ
“
いヽ
Ｌ
Ｏ
ｈ
マ
［ｏ
暉
●
けＬ
●
∪
ｏｏ
一ｏ
”
メ
ω
■

卜
日‐〓ト
ト
・

∪
『Ｆ
一●
”
『ｐ
　
∪
・
【
。
国
①
一庁
」
「Ｐ
　
Ｕ
・
ｒ
一●
ｃ
∞
『①
●
　
貯^
　
∽
・
∽
“
一ド
”
く
”

（日０
∞
Ｎ
）
の
）０
０
Ｌ
『ヽ①
●
Ｏ
①
　
”
●
ヽ
　
∽づ
『①
”
ヽ
　
Ｏ
ｈ　
け，
①
　
ｊ
障ヽ
ヽ
　
σ
Ｏ
”
『
　
（∽
“
∽

∽０
『〇
』”
）
一●
　
①
”
∽け①
０ヽ
　
「
σ
●
●
〇
∽ｏ
”
い
ヽ
一”
・　
〕ていｏ
口
〕〇
『”
い
０
”
　
∽
〇
〇
一①
計”
∽

『
”
暉
●
”
①
計
Ｈり中〇
”ヽ
『̈
①
●
●
一０
”
）
Ｏ
∞
¨
∞
Ｏ
‐卜
ヽ
・

原
田
正
子

・
神
崎
伸
夫

・
丸
山
直
樹

。
今
木
洋
大

（二
〇
〇

一
）

「山
梨
県
に
お
け
る
狩
猟
の
現
状
と
そ
の
問
題
点
」
。
野
生
生
物
保
護
、

ｏ
¨
Ｎ
ｕ
‐ω
い
。

梶
井
　
功

（二
〇
〇
〇
）
「新
基
本
法
と
日
本
農
業
」
。
家
の
光
協

会
、
Ｘ
３
、
東
京
。

神
崎
伸
夫

。
大
束

‐
伊
藤
絵
理
子

（
一
九
九
七
）
「近

。
現
代
の
日

本
に
お
け
る
イ
ノ
シ
シ
猟
及
び
イ
ノ
シ
シ
肉
の
商
品
化
の
変
遷
」
。
野

生
生
物
保
護
、
ド

８
ｏ
‐“
∞
。

小
寺
祐
二

（二
〇
〇

一
）
「島
根
県
石
見
地
方
の
中
山
間
地
域
に
お

け
る
ニ
ホ
ン
イ
ノ
シ
シ
の
保
護
管
理
に
関
す
る
研
究
」
。
東
京
農
工
大

学
大
学
院
博
士
論
文
、
認
り
。

小
寺
祐
二

。
神
崎
伸
夫

・
金
子
雄
司

・
常
田
邦
彦

（二
〇
〇

一
）

「島
根
県
石
見
地
方
に
お
け
る
ニ
ホ
ン
イ
ノ
シ
シ
の
環
境
選
択
」
。
野

生
生
物
保
護
、
？

〓
Φ
‐る
０
。

〓
”
ｏ
Ｆ
一Ｆ

”
・
Ｏ
ｏ
ヽ
９

∪
く
●
”
ヨ
お
∽
ｏ
ｈ
ヽ
”
日
”
∞
①
ｏ
”
ｃ
∽
①
Ｏ
σ
く
ヨ
一こ

σ
Ｏ
”
『
け〇
ら
欧
出
①
『
①
い
け
”
∞
『
】Ｏ
Ｃ
一け暉
ヽ
”
一
０
『
〇
り
∽
。
」と
の
計”
↓

，
①
ヽ
一ｏ
一ｏ
∞
一０
”
・
い
ヽ
¨

ト
ト
ヽ
‐卜
ｕ
∞
・

丸
山
直
樹

（
３
Ｘ
）
「
地
球
は
だ
れ
の
も
の
？
」
。
岩
波
書
店
、

月千JNOSAI 平成14年 2月 号郎



【卜
〇
り
、　
市
企
示
。

〓
”
『ξ
”
日
Ｐ
ｚ
・。
【

【
曇

”
Ｚ
・
バ
営
Ｎ
詳
中
（日８
ｏ
）
響

く
お
く
Ｒ

，
①

①
Ｘ
［一『り
”
け一〇
●
　
〇
出
　
く́
〇
一く
①
∽
　
一●
　
「
”
ｏ
”
●
・　
〕
Ｏ
Ｃ
いヽ
”
一　
〇
ｈ
　
メく
〓
ヽ
〓
ｈ①

〕卿
①
∽①
Ｏヽ
Ｆ
）
日
¨
日Ｏ
Ｏ
‐Ｎ
Ｏ
日。

持
田
恵
三

（
一
九
九
〇
）
「
日
本
―
風
土

・
歴
史

・
生
活
」
。
築
摩

書
房
、
８
０
、
東
京
。

日
本
野
生
生
物
研
究
セ
ン
タ
ー

（
一
九
九

一
）
「平
成
二
年
度
鳥
獣

害
性
対
策
調
査

『獣
類

（イ
ノ
シ
シ
）
調
査
』
報
告
書
」
。
野
生
生
物

研
究
セ
ン
タ
ー
、
８
ど
、
東
京
。

Ｚ
ｏ
『①
″

０
・
『
・
Ｏ
ｏ
●
Ｎ
ユ
①
Ｎ
”

”
・
〇
”
２ヽ
”
貧
ｏ
ｏ
ｇ

ゴ
、庫
ヽ
σ
ｏ
”
『

０
一の計『一σ
α
Ｌ
Ｏ
●
計ヽ
①
●
０
∽
中●
け，
①
一”
∽け
けどく
０
０
①
い
け」
『一①
∽̈
”
い
①
Ｘ
”
日
り
一①
一“

い
〇
『一，
①
『●
∽
も
”
【い
。
　
〕Ｏ
Ｃ
いヽ
”
一
〇
「
で
いＯ
Ｃ
●
け”一●
一”
０〇
一〇
”
く
い
ω
¨
円∞
ヽ
‐日卜
〇
・

農
林
水
産
省
中
国
農
業
試
験
場

（二
〇
〇
〇
）
「野
生
鳥
獣
に
よ
る

農
林
業

へ
の
被
害
と
対
策
技
術
研
修
会
概
要
～
イ
ノ
シ
シ
を
中
心
に

～
」
。
農
林
水
産
省
中
国
農
業
試
験
場
、
だ
ｏ
、
福
山
。　
　
　
　
‐

大
泰
司
紀
之

・
梶
　
光

一
・
間
野
　
勉

（
一
九
九
〇
）
「
シ
カ

・
ク

マ
フ
ォ
ー
ラ
ム
北
海
道

一
九
九
〇
報
告
書
」
。
野
生
生
物
情
報
セ
ン
タ

ー
、
８
ど
、
札
幌
。

「
①
『”
２
●
ｐ
く
。
針

ω
・
ω
”
∽∽”
●
ｏ
　
⌒日Φ
Ｏ
ｇ

↓
，

①
ヨ
一一ヽ

げ
ｏ
”
『
⌒∽
Ｃ
∽

∽０『Ｏ
ｈ”
）

一“
　
け，
①
　
の
”ヽ
●
　
”
”
『”
０
お
Ｏ
　
Ｚ
”
け一ｏ
●
”
一

「
”
庁ヽ
角
け”
一く
Ｙ

Ｏ
「①
∽①
●
Ｏ
①
”
い
０
無
一∽計『一σ
Ｃ
け一〇
●
・
〕Ｏ
Ｃ
いヽ
”
一
〇ｈ
り、
Ｏ
Ｃ
●
け”一●
”̈
００
一〇
”
く
）
ω

¨
日卜
０‐日卜
０
・

∽
”
①
い
”
ｏ
く
暉
２
Ｐ

Ｏ
・
”

〕
・
ｒ
・
↓
２
お
ュ
”
つ
０
∞
０

↓
，

①
一●
ｏ
『①
”
∽①
ヽ

ｏ
Ｏ
ｏ
Ｃ
一
”
Ｌ
Ｏ
●

Ｏ
ｈ

け
，

①

コミ

庫
ヽ

σ
Ｏ
”
『

⌒

∽
Ｃ
∽

∽
０
『
Ｏ
ｈ
”

ｒ

・

）

一
●

∪

ｃ
『
ｏ
ｏ
①
・

ソヽ
”
いピ
Ｒ
〓”
一
カ
一①
く
一の
♂́♂
日０
¨
Ｏ
‐ヽ日〇
日・

千
田
雅
之

（二
〇
〇
〇
）
「中
国
中
山
間
地
域
に
お
け
る
遊
休
農
地

の
特
徴
と
放
牧
利
用
に
関
す
る
意
向
と
課
題

―
家
畜
放
牧
等
に
よ
る

農
地
の
保
全
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
か
ら
―
」
。
中
国
農
試

農
業
経
営
研
究
、
馬
”

ぶ
‐８
∞
。

島
根
県
農
林
水
産
部
森
林
整
備
課

（
一
九
九
七
）
「島
根
県
に
お
け

る
イ
ノ
シ
シ
に
関
す
る
調
査

（
ｏ）
―
生
息
、
被
害
お
よ
び
対
策
の

実
態
―
」
。　
島
根
県
農
林
水
産
部
森
林
整
備
課
、
８
り
、
松
江
。

島
根
木
炭
史
編
集
委
員
会

（
一
九
八
二
）
「島
根
の
木
炭
産
業
史
」
。

島
根
木
炭
協
会
、
お
ど
、
松
江
。

高
橋
春
成

（
一
九
八
〇
）
「猪
肉
の
商
品
化
」
―
中
国
地
方
を
事
例

と
し
て
―
。
史
学
研
究
、
〓
？

お
‐８
。

高
橋
春
成

（
一
九
九
五
）
「野
生
動
物
と
野
生
化
家
畜
」
。
大
明
堂
、

ω
Ｏ
Φ
り
、
古
仝
示
。

常
田
邦
彦

・
丸
山
直
樹

（
一
九
八
〇
）
「イ
ノ
シ
シ
の
地
理
的
分
布

と
そ
の
要
因
」
。
「第
二
回
自
然
環
境
保
全
基
礎
調
査
　
動
物
分
布
調

査
報
告
書

（哺
乳
類
）
全
国
版

（そ
の
二
と
。
も
つ
躊
‐馬
ｏ
、
環
境
庁
、

葛
ｇ
、
東
京
。

塚
本
　
学

（
一
九
九
三
）
「
生
類
を
め
ぐ
る
政
治
」
。
平
凡
社
、

∞
瑠
り
、
東
京
。

メ
、一”
Ｎ
①
一Ｆ
ｏ
マ
い
（ｐ
ｒ
・
ｒ
・
”
ｏ
Ｎ
い
”
い
（いＯ
Ｏ
Ｎ
）
〇
●
け〓
①
い
Ｃ
計ユ
け一ｏ
い

”
い
い
　
［『Ｏ
ｏ
Ｆ
一Ｏ　
ｏ
Ｏ
∽一け一〇
●
　
Ｏ
ｈ　
く́
口
Ｏ
　
σ
Ｏ
”
『　
一い
　
け，
①
『①
∽①
”
『０

，
　
”
『①
”

Ｎ
一①
一〇
●
Ｆ
”
・
Ｎ
①
一け∽ｏ
Ｆ
『〓
ざ
ｈ」
ヽ
「
”
∞
Ｑ
♂́ヽ
一∽∽①
●
∽Ｏ
Ｆ
””
Ｆ
ω
∞
∞̈
Ｈ‐∞
Ｎ
・

ν平成14年 2月 号 月刊NOSAI


